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わたしたちが暮らす地域には、
人口減少や少子高齢化によって様々な課題が生じています。
 
この地域計画は、全３回のワークショップを通じて
地域をもっと良くしたいという思いを共有しながら
『こんな地域で暮らし続けたい将来像』と
『わたしたち自身が取り組むこと』を話し合い
行動計画として取りまとめたものです。

計画づくりにあたっては

・ 自分たちにとってやる気の出る、意味あるものにする
・ 人に押し付けて仕事を増やさない
・ やりたい人・必要だと思う人を中心に取り組みを考える

これらを重視して話し合いました。

いつか誰かがやってくれるだろう…という活動でなく
まず自分から一歩、動き出せるように
似たような思いの住民がチームとなり計画しました。

今後も、多様な世代で意見を交わす機会をもちながら、
無理なくひとつひとつ活動を続け
より良い地域を共につくっていきましょう。
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今、土岐地区がかかえる課題や困りごと

公園があっても草がぼうぼうで荒廃している所
もあり、今後も増えていくかもしれません。子ど
もがのびのび過ごし遊べる場所がある、大人
が見守る地域であり続けたいです。また、子育
てが終わった世代も子どもの活動の手伝いを
するなど、経験をつなげていけると良いです。
子どものためと思えば何でもできる！！

土岐地区全体で考えることももちろん大切ですが、地域の実情も異なるため、関心のある課題や地域
ごとに気軽に柔軟に話し合う機会を今後も設け、新しいまちづくりの形を模索する必要があります。
若者が戻ってきたくなるまち、全ての世代が住みやすいまちづくりを目指し、相互扶助、見守り活動を
していきたいと考えます。

「協働」や「まちづくり」をしなくても成り立つ
時代で、日々の生活も忙しいため、地域に対し
て無関心な人がほとんどです。そのため地域
活動は一部の人に頼りがちで固定化しており、
今後の担い手不足が心配です。「誰でもできる
内容」「サラリーマンでもできる内容」にするな
ど、気軽に参加できるような変化が求められて
います。

小学校の夏祭りや盆踊りなど、今まであった地
域行事が無くなっています。子ども会の役員
や、今後の祭りの担い手がいるのかにも不安が
あります。今後は気軽に集まれる単位のイベン
トや、子どもたちがワクワクできる行事を高校
生・大学生と一緒に考えたり、参加型の防災訓
練などもできるとよいと考えます。

この地域には、史跡などのすばらしい歴史文化
があります。地域の誇れるところをもっと共有
したり発信したいが、どのようにPRしていくか
などを地元だけで考えるのは困難です。また小
学校から大学まである、教育面での強みを活
かしきれていません。専門家や市の支援を受け
ながら検討していきたいと思います。

担い手の固定化

地域活動の固定化

世代・性別を問わず、気軽に話し合おう！

土岐地区の資源について

子どもの遊び場

この先、土岐地区の人口はどうなる？
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2015年と2020年の国勢調査結果による人口データより推計
※子育て世帯(30代前半夫婦と5-9歳子ども1人の3人家族を仮定)が移住し、かつ出生率が1.8まで改善した場合
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実績 推計

総人口と高齢化率の将来推計
小学生数の将来推計

年間６組の移住者を呼び込むと
小学生の数は保たれます！※

現状のまま進んだ場合

実績 推計
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土岐地区の将来像

これからも大切にしたいこと・あったらいいこと・取り組みたいことなど
参加者それぞれが思い描く「こうあってほしい」土岐地区の姿です。

清流とき～美しい自然・文化・人の情～

歴史文化の史跡に満ちたまち

楽しい公園や遊び場など
遊びやすい居場所がある

土岐川・松洞川を親子で清流化

歩道（遊歩道）をみんなで美しくするまち

子どもたちの
元気な声がきこえるまち

地域資源、伝統文化を継承

　里山、田園、川などの美しい自然を残す

桜堂薬師で
一日が楽しめる行事が
毎年行われるまち

ポイ捨ての少ないまち

子どもたちが
地元の良き思い出を持って

成長してほしい
人とつながり笑顔が広がるまち

笑顔あふれる明るいまち

安全・安心の
ほほーんとしたまち

子どもも大人も交流できるまち

子どもも大人も
ワクワクできる未来

高齢者も子どもたちも
楽しく過ごせるまち

若い世代が
定住できる
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顔を合わせたら
世間話が自然に生まれるような

親しい、温かいまち

ご近所仲間や友達がたくさんいる

小さな地区が自立し
手をつなぎ合う事が必要

すれ違う住民同士が
コミュニケーションをとり
楽しい時間を過ごせる

各地域間の交流の場を増やす

歴史・文化を大切に残しつつ、
新しい事にも取り組んでいきたい

若者の会が広がり地域活動が活発に

困っている人に進んで手助けする仲間が
たくさんいるまち

困った時に相談にのってくれる
高齢者（長老）が地域にいるまち

あたたかい関係、助け合いをこれからも

地区の行事が継続

やりたいことを
ノンビリとできる場所がある

困り事を助け合える

まちづくり組織等の活動拠点を中心に
各種団体が活発に活動

移住者、農業、伝統の
若い担い手を受け入れ

育てるまち
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下記は、ワークショップで話し合われた目標と、
そのための計画（取り組むこと、取り組めそうなこと、取り組めるといいこと）、実施する際の主体です。
今後、具体的な事業計画や協力体制・実行の仕組みを検討し、地域で必要な事業を行います。

10年後の目標・行動計画・実施体制

担い手が段々と高齢化していて、１つの地区だけで伝統行事を支えることが難しくなっ
てきている。今後も、地域行事が健全に守られ続けて欲しい。地域同士が他の地域の祭
りを知り、興味を持ち、一緒に支え合えるような仕組みを考えていく。

地域行事　担い手の円滑な世代交代

思いに賛同してくれる各種団体のみなさん

・担い手の円滑な世代交代と、地域を超えた地域行事の助け合い
－地域の夢を語り合う時間をもつ
－各地区の祭りへ計画段階からの参加
－各地域の祭りをまずは知ってもらう
  （地区の祭りを一度に体験できる仕掛け、地区の祭りの日程調整とPR）

目
標

計
画

体
制

あたたかなふれあい活動を広げる
・「なにか地域のためにやってみーへんか？」の会を立ち上げる
現在、主体は不在です 意欲の高い人が呼びかけ有志の会を作る

高校、大学との連携で会を立ち上げるなど

意識、年齢、立場、区など様々な壁を少しずつ超えて、地域で主体的になにかができるよ
うにするための耕しをしていく。各地でこの会が立ち上るようになったら、例えば縁日や、
草刈りボランティア、桜堂薬師フェスティバルなど、”なにかやろうよ！”という声を、どうや
ったら実現できるのか、皆でワークショップなどを通じて考えて実施していけると良い。

目
標

計
画
体
制

子どもが子どもらしく大人や親と一緒に遊べる環境をつくりたい。草が生え放題で遊べ
る状況でない広場があるので、遊べる場所になるよう草刈りをする。楽しく遊べる場所
が増えた10年後、子どもがのびのび過ごす姿を心豊かに見守れるようになるといい。
子どもが集まれば人が集まり、ふれあいが広がっていく。

子どもの楽しい遊び場がある10年後
・公園・河川敷を草刈り女子の練習場に活用し、遊べる場にする
・水辺の楽校、松洞川などの”整美”

地域のみなさん
まちづくり、区長会、保護者のみなさん

目
標

計
画

体
制
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10年後は、もしかしたら自分たちの家が空き家、空き店舗になるかもしれない。事前に、
家や墓の終活方法、家族とどのように情報共有するかなどを、知識として専門家から得
られるといい。

移住者が地域に馴染み、共に楽しく暮らせるまち
・終活講座（家の終活方法を学び、空き家登録）
・空き家の詳細情報を収集

現在、主体は不在です
（個人情報を取り扱うため）公的機関、法律の専門家

目
標

計
画

体
制

真っ暗な通りや不気味なラジオなど、通学時に怖い場所がある。また、駅前にゴミ箱がな
いことにも困っている。園児たちに分別の絵を描いてもらうと分別意識が高まるのでは
ないか。高校生ボランティアが活躍できるような機会を、地域の方と一緒につくりたい。

明るく楽しい駅前、通学路をつくる
・高校生ラジオDJ、高校生バンドの曲を流すなど高校生の活躍の場
・分別意識が高まるゴミ箱の設置
・地域活性化に取り組む高校生と地域の方との交流

中京高校地域活性化部、瑞浪高校MSリーダーズ
高校生や地域の子どもたち、地域のみなさん

目
標

計
画

体
制

多世代や地域のつながりが生まれる活動拠点として、コミュニティ・スクールが地域の中
心となってほしい。

世代間や土岐地区全体のつながり（郷土愛）をつくる
・学校の施設を活用し、交流の場、活動の場に
・歴史文化を世代間で学び郷土愛を育てる

各種団体のみなさん

土岐小学校・瑞浪北中学校コミュニティ・スクールの関係者、
区長会、まちづくり組織

目
標

計
画

体
制

取り組む際の主体（既存組織・団体・有志のグループなど） 協働・協力してほしい相手
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地域計画づくりの流れ

課題や思いを共有し整理しよう
2023/9/10 （日） 14:00-16:00

2022年度に実施したみずなみ”未来”カ
フェ､まちづり講演会ワークショップでの意
見を参考に､個々の関心の高いテーマに
分かれて課題の深堀や地域への思いを共
有しました。

第１回

地域の将来像を描こう
2023/10/14 （土） 14:00-16:00

参加者それぞれが思い描く「こうあってほ
しい」10年後の地域の姿を共有し合い､似
た思いの人たちで目標を作成しました。

第２回

行動計画、実施体制を作ろう
2023/10/29 （日） 14:00-16:00

目標の実現のために､やりたいことや必要
だと思うこと､具体的に取り組むこと､実施
体制などを考えました。

第３回

土岐地区地域計画2024
発行年月：令和6年2月

土岐地区まちづくり推進協議会

住所：瑞浪市上平町1-１
電話：0572-56-0136

岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を活用しています


